
防災のご案内 

 
お部屋にお着きになりましたら 

・入口ドア内部の非常経路図で、非常口を2ヶ所以上確認して下

さい。 

・非常口へは、どのお部屋からも 2方向の避難経路が用意されて

おりますので、実際に歩いてお確かめ下さい。 

・火のもとにはくれぐれもご留意下さい。特に、喫煙は喫煙室をご

利用くださいますようお願い申し上げます。 

 

火災を発見された場合 

・近くの火災報知器を押すか、フロントへ通報して下さい。 

・大声で周囲の人にも知らせて下さい. 

・煙または臭いなどで火災と思われる場合も、すぐにフロントへご連

絡下さい。 

 

避難される場合 

・お部屋から外へ出る場合は、延焼防止と煙の拡張防止のため、

必ずドアをお閉め下さい。 

・タオルを水で濡らし、鼻と口を覆って下さい。 

・壁にそって姿勢を低くし、煙の反対方向の避難設備を選んで進

んで下さい。 

・避難の際、エレベーターは絶対に使用しないで下さい。 

・一度避難されてから、貴重品などを取りにお部屋に戻ることは、

危険ですので絶対におやめ下さい。  

・夜間には備え付けの懐中電灯をもって避難して下さい。 

 

地震が起きたら 

・館内放送の指示に従って下さい。 

・窓ガラスから離れて下さい。 

・落下物に注意し、頭を防護して下さい。 

・タバコの火はすぐに消して下さい。 

・エレベーターは絶対に使用しないで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご利用規制 

 
当ホテルでは、ホテルの品位を保ち、またお客様に安全かつ快適にお

過ごし頂くために宿泊約款第 10 条に基づき、下記の通り利用規制を

定めておりますので、ご協力下さいますようお願い申し上げます。この

規制をお守り頂けない時は、宿泊またはホテル内の諸施設のご利用を

お断り申し上げます。また、この規則を守れないことによって生じた事

故については、当ホテルは責任を負いかねますので特にご留意下さる

ようお願い申し上げます。 

記 

火災防止上お守り頂きたい事項 

１． ご到着後直ちに客室入口ドアの裏側に掲示してある避難経路及

び各階の非常口をご確認下さい。 

２． ホテル内に発火性・引火性物質や爆発物などの危険物はお持ち

込みにならないで下さい。 

３． 石油ストーブ・電気ストーブは使用しないで下さい。 

４． 喫煙室以外での喫煙はご遠慮下さい。 

５． 外出の際は、火気・電気器具・施錠などの安全確認をお願いしま

す。 

 

保安上お守り頂きたい事項 

１． 客室の鍵は自動ロックではありません。外出の際は必ず施錠を

お確かめ下さい。また、鍵はご利用者の責任で紛失のないよう

保管管理願います。万一紛失したときには、直ちにフロントへご

連絡下さい。実費にてお作り致します。 

２． 屋上、機械室など危険箇所には立ち入り禁止です。 

３．ご訪問者をみだりに室内に招き入れ、室内の諸設備・備品等を使

用させないで下さい。 

４．非常時にはいち早く適切な情報をお知らせしたり、避難誘導を行い

ますので、その指示に従って行動して下さい。 

 

お止め頂きたい行為 

１． 靴履きでの客室利用はご遠慮下さい。 

２． 館内に以下の物を持ち込むこと。 

犬・猫・鳥類、その他の動物（但し盲導犬は除く）。悪臭を発する

物。著しく多量な物品。発火・引火・爆発のおそれのあるもの。許

可のない鉄砲・刀剣等やその他法令で所持を禁じられているも

の。 

３． 当館内及び客室内で、声高・放歌・及び喧騒な行為等で、他人

に嫌悪感を与えたり、また、賭博や公序良俗に反する行為を行う

こと。 

４． 当館内での集会・物品販売・広告物の配布、物品の放置・貼り

紙・垂れ幕・旗の掲揚・花火の打ち上げ。 

５． 許可なく客室を営業行為など、宿泊以外の目的に利用すること 

 

駐車場について 

１． 車両の鍵の寄託に如何にかかわらず、当施設は場所をお貸

しするものであって、車両の管理責任まで負うものではありま

せん。盗難・災害防止には十分ご注意ください。 

 

お支払いについて 

１． 当ホテルは、当ホテルの定めるところにより、宿泊料金の前

払いまたは、預託金を申し受けることがあります。 

２． 小切手でのお支払いには応じかねますのでご了承下さい。 


